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開 館 2年 日 に 思 う

ll・・長 坂詰 秀

立二人学性物館が,1飢して 211日を迎えました この 1年‖」は まさに1音 ll索 の日々でした.大 学眸

物館は力1何にあるべきか なかでも本学の場合どのように対/tしたらよいのか 他大学の 専物館のお1動を

学び、そして現代における博物館のあり方を考え、本学のll物館の進むべき道を撲索 してきました.

そのような熟慮の末、企画illとll別展を,111する方向が定まりました.企 Ⅲi展は、館活動の ●柱として

所蔵資11の活月1と公 flを今後どのように位置づけていくのか  つの I_験的な試みとして企

"し

ました.

第 1 1lθ,企画展として

`え

たのは 退色したカラー写真をりι

`:の

技術で[卜 の色rllにllさせることによっ

て rt iな資料を,年活,Hする方途を探ることでした.そ の資卜は り年以11に′:'「降次氏が文字‖
`考
ri学

イリ1究キに寄贈して ドさいました日本の心礎カラースライド321枚でした.20年 のI17月を経たスライドはllt

影●のカラーが大きく込色し あたかもモノクロスライドのごとき感を 1ヽしていました ‖物館の ■li に々

あたりι ri学
`り
「究■から杉●されたこの資本1を対象に選び「写真でみる ]本ri代木造塔の′しヽ礎―′:'「イ次

1 ■ヽ贈写真による一Jを,111した次i.です 退色カラーは パソコンの成力によって

'こ
■に甦りました,

この企ては多数の来観イによって好:「を博しました ただ、この会 ll1 1、ア|'卜1 がヽ来館を予定されな力iら

急逝されたことは痛恨りiでした,98歳の氏に代りご了Uが 米館されビデオを■ 1に ご覧に入れたことは十

いでした ll別 展は、本学の研究成llをヴィヴィッドにイ1介することを上限にしました,大 学のrl究成果

は、 とかく情報発作iが不 1分です t ll大学でどのような研究がなされてきたのか また 現在どんなイリ「

究が実施されているのか、それらの情幸にをビジェアルに展観することは、開かれた人学のイメーンとして

イ,効でありましょう.第 111のオ|り1■は、熊谷キャンパスの所在lL―埼 「嶋tを,161とした調査と研究の成

果をテーマとし「立正大学が発枡lした埼 にのri代窯lll:Jを開11しました.埼 11)tのri代窯跡発lllは、昭和32

年から45年にかけて科学研究費(文部省)の交付をうけ

`占

学研究■が実施したり例です 関連'1'業
として

パネルディスカッションを,0■:し、現

`:|1意

義づけを来たすことにしました この特り1展のもち方は、今

後におけるiLl rl動の 1■の つとしたい、 と願っています.

企山1戻とll別展の「‖llにより 学外から多数の参ljl者がありました。,,かれた大学を標楊する本学とし

て■ばしいことであったと思います あわせて学 村の皆さん方が本館の存在をより深く認識して ドさる展

示であったのではないでしょうか

1■11人学博物nl年報J l(r成 14年度,Iコよ、‖肖館 1年円Iの1■報をltl載しましたが、同‖十に 「館蔵llオ1

「l.礎文献J厳F」1 1韓 (久ll■lは1 1ヽ又集寄臨4柿人

`ri資

11)を11行しました。後イは当重な資料を本学に寄

贈された方の 対迪イリ1究論文を収録し、展lll itrのi千川をよリイi意義に果してI:くことを願って編集したも

のです かくて 2年 目が過ぎました,ご 協力を ドさった学内外の沢Iの ・
L様
方に政めて感謝中しLげ ます.
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‐繭舞爆翻5年度 第 111博物館運営委員鋒

‖寺 4'1411(金 )
′
|:後3 100ヽ

′:後4 :05

会  場 'こ谷キャンパス 第 2会 議イ

出席委11

坂語秀 ― ritt T■ T Iltiキ  竹 ● 誠

'F沢

1上美 島:ト ツ、 「Tlttil 日村■道 |"務

li 14it,

本 の|‖‖イは7名、欠Fl者2名の‖
'「
:があり

,,物館lllt i. 0条の2,1により成、1.

‐嘔臨麟鰈5年度 第2「1博物館運営委員会|:静ト

H  l1 12'18 (月 )

午後12:30～午後 1:50

会  場 |1物 ill●会,■■

lH席委員

坂市キ秀  i青 水 Tく, 川11‖:己 lt丈 光彦

T歳 吾  島
'F tt L野

恵 1  付■:道 11'″

}l lllt,

本日の口l tt者は 7名、欠席者2名の報;十力`あり、

|1物il規定第]0条の 2項 により成立

磁1第 111企画展 ‐|か

7月 711(月 )ヽ 8月 4H`月 )

14■でみる 「日本1町代木遣イのし、礎J

―ケ|サ「降次氏,1曽'メ共による
一

鷲1第 1,1牛期J展 ■,

10月161(木 )ヽ 11月15 (1つ

■11大学力:発‖Iした 「よ奇にのriイt'Il:J

記念講演会

'i  10'11811 ( 11)
1'後l:30ヽ 1:後3:30

会  場

■E大学11谷校

`ヽ

 1写 館1,02教■

":  

題

1「 ●正大学が発州したよ奇にの占イて

“

=跡

坂詰分 1■正人サ
"物“

●

2「埼 にltにおける、11:大学ri代窯助ヽ II下の意味J

朝
'li●
J(サ111:文

`と
1l Ⅲ:誕7談会

'lt,
パネルディスカ/ション

「よ奇に,,tにおけるII代窯跡i司介の「1菫1とll.状J

柳 H敏 1 ,l ll ¬

“

1山夕k,,員会 坂十i秀

'‐
  職11の動向 ■躊

5'1151(木 )

平成15年度 埼 に

',t‖
物ll連絡協議会

会 場 :1奇「県■1性物館 ‖ll■者 :‖1寸

6サ1191(木 )201(イ

')
平成 5年度 イヽ 可大学‖物nI学計

"1協

議会全‖

大会

会 場 :企沢学院大学  ‖illイ:にりr

8'1311(11)ヽ 9月 8 (,1)

諄物館lt察 性 可    ll張 者 :Lりl

10月2411(金 , 251(li)

F成 1511'芝イ|卜I大学|1物館学 ■l“協■会東H

本部会

会 場 :日本女r大学  l lll者 : 1り「

11月611(木 , 7 (企 )

第5111企 1可|1物館大会

会 場 :人版府●I少 年会館  Hl,Iイ :「野

・・ 博物館■習の実施
|■

8'15 (火 )ヽ 8'1111(サ1)

午it10 1 0 0～午後4100 参加1者 23名

● 来 館 イ 数  滲

4'11 (火 )ヽ 12月21,(水 )

来■:イ及

埼k ′ア4i来衛I′

2203名 1■習■を,く ,

1'1 251名  5', 202名  611 30名

7月  5■ 名  8り 1 22名   9,∫  312名

10'り  121名  11サ1 112名  12'サ 130名

|オープンキlシバス7',3  1本 | ,12●  1「 |

コ;||1月 |′,ltn'人数を,ち |
パネルディスカッションの光景
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`総

来館者往来 態わ

〔高等学校〕

茨ll「Ktt ri河第二l、校 rlゎ県桐41,高校 卜J(1

勢崎束高校 1奇に県人,1武蔵IIl高校 ・l行日進1多

高校 同本庄第 高校 f″余学HI高校 本学イJ Iji

『館蔵資本1「基礎文献J叢刊』第l ⅢI{平成ち,3月 rl)

第 1口1企画1展H録

17t共でみる 「11本Fi代木造塔の′し、礎J

―岩
'「
隆次氏寄贈写真による一J{r)ょ15年7月‖)

第 1回特別展展ホ図録

r ⅢlE大学が発11した 「埼 にのri代窯跡JI

ll`よ151110'11サ)

爛 載紙 放送釜

第1回企画i展の紹介

7サ125日 (金)「 埼玉新H‖ (地llK県北)

ティラウラコット遺71イli資 半1放映

2008年 9月 14日 (日) TBS世 界遣′

「在、陀の生誕地―ルンビニー (ネパール)J

lulttla・見学

10月 F情 報1第 24ケ 埼玉考ri学会

●1:「I校

〔団体〕

風11‖l歴史資11館 長野県考ri学会 米トサザ

ンメイン大学交換留学4: 埼 に考l町学会 日本機

卿ilt協会埼 に本部 埼 「県Jヒ.l.創造センター ′[

所川原 「教育委員会 彩の1日いきがい入学熊谷学

(1181え

(11,ll ll'図 橘父兄会地方懇談会

曇 出 版 物 ,"

■正大学博lly館では、平成14年ド半川卜 15年L

半期に力■ナて、 ド記の刊行物を発刊しました

|●T人 十博物館年報,創 刊号 11'成l 4ヽ3月 11)

1野 忠 司

平成15年 8'131日 から9月 9は で、仏教孝ri

学研究奨励基金委員会 (坂ri秀 委It長)か ら、

lL飾の比較り1究とll物館|[察を兼ね 惇 可へ派遣

していただいた。

性 可では、it FllにソウルのIJ■ 央l lttll・に

"lかった かつては朝鮮総軒 llを利用,したは物館で

あったが、現在は取 り壊され移転 |'であり 資料

は隣接して建築されていた建物の中に展示してあっ

た.そ のlしきは 1同時代のものであったが、 隅

に、高麗時イヽを中 しヽとする朝鮮fiが展示してあり

見学した

その後、北●Jl鮮との卜境に近い7:台1!卜立公臓

内の 1院■に行き、lll在韓 可内でll.も占い折羅‖:

徳 124(725,年の銘を有する鋼を,こ学した。また

移FllのためFlかった江陵では、市立l●物館を見学

したが、その際、ボランティアで日本 ・・を,舌す老

人の方に 「寧な説明を受けた。

その後、扶餘と公州の国立llttrFに向かった.

公州の博物館は、武|い 1陵関係力詢|しきであり、現

在その占lllのそばに新しいltt物館が建設中であつ

た。また、扶餘は当時ri済の都であり _Lな どH

本と1菊係が深い資料を見学した。

慶州に向かう途||ヽ人邸の同■ll物館に立ち寄っ

た.こ のll物館は、展示施設以外にも体験学習

“が先備されており、″iしい試みの国立μttIPであっ

た,ま た ここから大蔵経で著名な海印■に向か

い、や質博物Flで大寂光段鐘などを見学した.

慶
'11の
国●10物釘1では、本学大学院の■ L後卿1

課程で共に学んだホト洪口||卜 (現

`:成

徳人學|●物

館教厠 力i待っていて ドさり 1事物館にあるイ名

な型徳人 1171ii(別 名エ ミレの飾)な どを含む朝

鮮鈍について、1羊しく説り1を受けた。また、かっ

てII本の学イが発lllした、周辺の占墳や寺lt跡な

どについてご案内していただいた

朴先′卜には、谷Iに い1かう途中の通度■まで、

ご 絲していただいた.こ こは十院では韓1可最大

級の|1物飢を有しており ■,k 学■11の方を紹イ

介していただいた.l物 館では、10'1から発郷の

特171展を,日lrするということで、本卜先41のご
'ヽ
カ

もあり その資料についても.Ft明も受けた

最後に、11近の梵魚キを,こ学 し、平成14年 5月

に利iしくなった0 の市 アヽlll物衛1と束■洞員塚資

料館を,こ学し帰 可した

韓国のri鐘を訪ねて

(本●[Ⅲ‖疵n t十 部||'ittm l



■ 2 = 夕   |, |`り,|「イ12,|`|||

博物館見学記

――――|‐ 立iE大|イトヽ1″劇Iの見学

ある 埼 に
't`ち
学会では ここ及1:来 りlt杓絆

地の‖物鯖や資|“
' 

あるいは史跡幣‖Iを

`iっ

て

いる‖口|11において会イ)を,1き あわせて
'こ
学会

を開1[してきている 今11もその サ|'として |ヽ「

大学の好なにより 総会と|1物

“

Iのは学とな ,た

のである

熊谷り‖i に口|たところ 雨は小ぶりとなり

ちょうと■1まっていた
'11人
学行きυ,バスに■|

,生0こ と力iできた バスσ)迪は

'と

1人の学生

そして私の3人  ■ることい分 ‖1にうたれ

Ikと湖tt {ヽ 1になった本々に

'1ま

,したキャンバスに

デ」ri→る ■に交,唾クイ虹力iよt  ヽ かつて 私ま

このキヤンパスのある 「万11:地域のり性蔵文化1オ

也蔵lLυ
'分
拍j,J‖卜を行‐,たことがあるが そのII

は交i亜不イ史
'し
であ ,たと,こにしている もらろん

分4jl'1●であるので も ,ば■歩いて歩いて71こ

とであ ,たか

総会:よ よ1'すべてスユ、―ズに行われ ■,こ1:

11より|く旺171ル1の,こ十が行われることとなり

参加14イ)サ1カ¬1物値に杉JJした I17‖ では Jk々

σ,'こ■υ,ためlt l'∫μくから  ′ヽンフレ ,卜 なと
'「

11,されたようて 本・1によ初の意を入したい

ます 雨 |力` りの女円前にて |'ル よ1lt,卜|

ll子il Ⅲりは
't t学
部||lriけ油,1か らli lll館の仕

設子‖|およひ1:刀t`11の1九要(■ついて1':り1をうか

がい ,己念の,イ、●
'tthtl'し

たのち 各自かrl

l lニカ 1カ:ホ■ ■21(示||を 'こ学 |ることと

な ,た

|,物ntは 1111人学制11 3011 li lあた0 人

",キ
ャンハスク

'じ
 i rFtlll、と,にイト→.Iン ′`ス0,

す1「11  11

6サ11 1( )は ,1り|から人

‖|にみまわれた 0 ま 、

'
11大学11谷キヤンバスをお1:

りして埼 にZ,i学 会の 5年度

lt会と、 |‖:人学 Ⅲ ll館を見

弓■することにな ,ていたので

彰li子阿〔■1■をもとに‖‖支されたものであるとい

う したが ,́て ,こい「史を経て1又llされた0キ1

{よ `占 十資11をはじめ学術令般にわたっている

が、その膨大な資本1を ここで公‖‖1当面F`riヤ:

|ILじ |し て行くとのことである

さて この|サ物館には、 ●「人うたがネ′ヽ―ル |:

可で1(,1111発掛1したティラウラコント遺助 ('(迦

日1家の故城カヒラlllKlし,L選助: υ)●Iが 展示され

ている このll、教υ)‖:デ1を探求し その波及を求

める学術イ

`11は

、 、111人十の国tイドではじめてJlヒ

にな ,たものであい その発11訓0詢(,,IIはもと

より、 1111,11カカ'It」
:さオして| るヽことは ここを

利用|する学4iをはじめ、多くの考「″′イや仁、教四

係イに=,て 益することが人であろうと思う

さらに、 |口杓の考J「

`「

としては  「代γお1

跡のた1lrtォlヵ■,1:にな(小されていることで`らる

'奇
「り|:ツ,のFtr tよ ヵi久ァ|!小 ′ヽ坂111■lli ,1,ri

t助: 」(中 ■,小 亀ノ叫に,助:なヒ j奇に
',tの
代

ノtiりな■業1′1のな:恵器やlL イ
'1か
F'Iされて及

多く,t示してあり参考になる

また II物nt近晰の L助:では 11“ヽキヽンパス

内ll iの イi器資11とポL ttlifヽ1'サ|の イ:とイi器

が力t示されている そして 「踊る地幅Jの 111

で″名な江汁in∫1,原1りrilrのtl 11である このロ

'Jtllの
IJIイドは '「

'ヽ
FF irini究■ヵilrィ13,年

にヽりヽの りrlを11卜したものである その概要は

町1利|,年の 本みri'1協会第311イさ会 (り1先
`6人

、‖そriさitてo るヽ力i l■1勿力'` 「ヽ‖さオ
して, るヽこと

埼玉考古学会
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でその内容力'豊かになり、あわせて大学キヤ
ンパ

スにある博物館と地元との関わりを一層濃くして

, るヽ。

さらに、博物館を引き立てているのが、吉田格

コレクションと、撫石庵コレクションである。吉

田格コレクションの中でもとくに、吉田氏が設定

した縄文時代早期の花輪台式上器や後期の称名寺

式上器があり、型式標準資料を閲覧できる機会が

もてたことは、私をはじめ、参加者全員感動した

ことであろう。撫石庵コレクションには、ア

ジア各地の梵音具を収集したもので、一つ一つの

資料が重厚で圧巻であった。

ゆっくりと展示資料を観て、外に出ると、天空

は青く高く、木々の緑に陽光があたりすばらしい

キャンパスとなっていた。博物館の今後の発展を

祈念しつつ帰路についた。

(埼玉県考古学会会長)

V

あった。事務長いわく訪館数も多いからとのこと。

断りきれず、今回訪問先の博物館めぐりならと返

事した… 。

数年間に比し訪館数は多くないだろうが、実に

さまざまである。館の大小にもよるが通常は館内

案内図があり、時代区分や地域別の展示室やケー

スがある。若千の概要説明や各種地図なども前後

の壁面などにある。しかしこれらの概要などを読

むのに字引を要する者には、それらの概要冊子は

のどから手が出るほどはしいものである。でもこ

れらがあるところは極めてまれである。それらを

撮影したくても禁上のところが少なくない。やが

て出口に向う段では若干の満足と大きな不満が残

ることが多い。今夏は帰国直前の猛暑のマインツ

で大満足で出口に向えた博物館に出会った。その

先史部門 [旧石器時代～鉄器時代]の 小冊子から

「ケルト」(鉄器)時 代直前の骨壺葬地時代の部を

以下に試訳 紹介し、本学博物館もこの種の小冊

子が入手できる博物館になることを期待する。

●■■■園騨贅の歴史●機田■■■レーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

―とくにマインツ州立博物館から一

鍋澤幸雄

素人ながら 「ケルト」に心

ひかれ毎夏一ケ月ほどドイツ

を拠点に諸地域の遺跡や博物

館に足をのばして数年になる。

今夏出発数日前に本学博物館

から本館見学感想稿の依頼が

骨壺葬地時代 (前1200～前700)

「骨壼葬地時代」とは青銅器時代から鉄器時代

への移行期における文化史的経緯として在る。確

かに青銅は引きつづき武器や道具や装身具のため

に広く用いられる金属ではあるが、稀には最初の

鉄製品もすでに存在する。発掘された諸財宝や貯

蔵所は重要な二つのことを示唆する。攻撃的諸運

動によって形成される極めて不穏な時代であるこ

と、これまで社会像をもっばら形成していた農民

たちと並んで、時折はすでに手工業者たちが、い

まや商人たちも次第に盛んに現れること。

攻撃||な諸闘争力{南東ヨーロッパを離れて南に

向い、諸部族がいわゆるドーリス人の移動の中で

ギリシアを蹂りんする。さらにアジアのヒッタイ

ト帝国が破壊され、またいわゆる海の諸部族がシ

リアやエジプトを脅かす。かかる諸運動が南ヨー

ロッパや西ヨーロッパヘ広がり、骨壺葬地時代を

かなり本質的に形成する。

かかる新しい文化の中で身体墓に代わって諸大

骨壷に納まる火葬埋葬が現れ、副次的な諸容器や

食べ物の副葬品がこの埋葬を完備させる。計画的

に設けられた諸納骨墓地には、数百の埋葬を伴う

かなりの規模になることもよくある。骨壺墓の青

銅副葬品は比較的少ないが、発掘された多数の財

宝や貯蔵所がこの時代の武器や装身具や道具など



第  2  胃 ,,Iiだ よ り 14成15年 2'131

のよき概観を′プえる.さ まざまなl・類の力iしい武

器や道具のPJ蔵
'Fと
FllIに、壊れたりll川|できな

い物の略‐蔵所もはつきり●訓:されるという1'実は、

原ない II・lがいかに高価であったかとともに、移

動商人たちが中に彼らの補給物貯蔵所のit置だけ

でなく、「占物Jを 再び」き取りかつ集積したこ

ともり1示する.

ヘルメット、 り形嬌、柄長の槍、剣がり,の武共

とされ 飾リピン 腕愉、lt初がここ当地の 「■

のJフ イブラ留め金が女の服装に付き物となる.

いわゆるラツプ人の縦斧 柄っはイ」縦斧 馬!tの

部や二日月形鎌が 一番良く発,こされる道共で

ある.

|ケ釘1器1,代の単純な|"器に対して今や多数のIt

く茂llyされた容器が見られ、 部はすでにゆっく

りいるろくろ台で作られる.装 飾文llは人抵幾何

学11でかつ 部に「色象■.

この時代の定イト形態は村であろうが、これにつ

いてはマインツ地域ではまだ体系的発11がなされ

|て いない.さ らにこの時代の人
々は防備をllめた

最初の並列家屋定■、いわゆる 1環状防十Jを 建

立した.と くにこの時代末脚1から発掘される多数

のlliは 、鉄器時代への決定的移行もまた実効の

ある攻撃nl剛子を伴うものであったことを示唆す

る.幾 ■にもみえる 畷 状

"I●

Jの r'建がそのこ

とを示唆する.

以 Lが骨市タト地時代の概説であるが、前後にこ

の時代の文化史的関連地図と展示ケース番号ごと

の内容の説明があるが省略

(● F大学法学部教授)

―

大学のll物館

いして

'こ
学コースを作っていただきました

コースの中にt正 大学|や物館があって、称名■

員塚の Ir資 本、釈Jll誕′卜のカビラ城の出 L造物、

それに梵策の優111がたくさんある.坂 出さんが飢

kで 私も‖l講しているので i lで も見学できる

というイr難い添+:がありました

見学 1ケ 月後に飢長さんより本針1'こ学の感想を

述べよとのおllりをいただき '十ける能力など

'1
く、お断りすべきだったのに承語のお返 liを|‖し

てしまった I‖すについてはそれなりのメ‖Iがある

371:前、信濃 可分 子の第2次 調査の夕「に111‖]

だけlL学気分で参加しました 帰る段になって
'」

企 1任の坂,卍さんに1央拶 したところ、「ご計リナll

でした では11・(地Xの レポートをいただきましょ

う」 人慌てに慌てて 列■jlらせてはうほうの

体で退llした.あ のときの1しはカヨまろ苫く

“

っヽて

‖,原 他

信州 松本のカルチャー

グルーフ 「あがたの森ri代子

同女r会Jは 年に 111、 研修lll

足を行っておりまして 本年

1ま武歳〔|、1奇:ltということ

になり 彙原丈蔵さんにおり
'

きたのです 「見学 させていただいた以 には、ど

うもJと いう次第です。

私の感慨は イ:いイリ1究イに学の伝統を伝えてい

くのは大学の (`ri'II物 館であるという :に

尽きます .

lι協の1711総会が立‖1人で 7r111されたのは昭

和BI年  その1+にいただいた絵彙J「が |'″に県イi

刊,t塚Jで  木鬼 illJやll llりの現物が今ここに

ある.3811に1(llり,t北仏i ttll'1ヒ御牧llで行った徹,

牧の に窯や りヽ ■原■の資なが並んでいる ネパー

ルの

“

、助ヽ 1ロトですが まだ海外IJJ査の少なかった

・(1サ、 ■‖:人の1央挙として,:ルtさオtたものでした

そオしにlil l格先■の称名■,t塚の lf資 本1 ,1■,

lH年 ということですが ここには 1ヽ‖:`「|■70

余11のイ,F究が絆lPされている.

私自身の小さな体験です力1研 究の原メ:、より

拠の つは
',校
のイli学資十1ネにあると思ってい

ます その都Hに 人ると学によしたtllによち戻れ

る.1↓には安らぎ力:、 |■には

'■

プリカロ

'え

らオtます.

大学の陣物■iには学の伝統に基づく力がある.

rt学 貴館の御発lltをお析り ]し iげます.

(長lFり,t`古学会会長)
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組文I寺代の資料

坂詰秀

(1)東 京都居木橋貝塚

"沐

橋具塚は、東京都11川 κ人崎、本学人崎キャ

ンパスの至近地に存4:し、縄文時代li期の小,t塚

群より形成されている.占 くから知られていた本

'(塚

は 1940年 代に小発掘が試みられたが その

企容はり1らかではなかった、そこで1“128(1953)

年の■から秋にかけて分布対の作成とともにC地

点の小員塚を発llllした このイL掘は ,4時  17正

高校 3年 41であった私の卒業記念の発r4'で ぁっ

た`指 導を久保常晴先生
(り十 立■1大学Ij教●

'に
お願いし約4011問かけて 縄文肯,期のiFtt B式卿l

の0人 ,居 跡を完掘 した その調査‖子に‖||し た

遺物のなかにイr脚イトIJり付の 1器があった.こ の

珍資rは 、イitI茂作先41のご紹介によって人ITl

郎先′卜の鑑/1、そして松原‖:業氏によって彼原が

なされた.そ の●l「珍資十IJとして縄文 L器のイ,F究

者11で,話‐4に なった,時 llは,,力l(1拷磯 B人 )と|」

IFしたが、墜人の社I から後

'明

(,1之内人,の上

器の‖111もあり11題が残されている。また、鯨11

製の・資1状||′1器・も‖lLし た.鑑 定された企 r浩

ll氏は「珍品Jと判定して 下さった この 1つの道

物によって、11木橋只塚は学罪に川匁されること

になった.報 ,rは「ル:木橋lt塚の発‖IJ(■ 正大学

学llltt・rl, 6 1“ 289)及 び I占代の11月日(昭3

83)に 発表した.

(2)千 葉県築地台貝塚

築地台lt塚は、 千葉県千葉lj築地台にイr在する

ilt文‖1代 ヽ後期の具塚である 本,t塚の発11は、

1“124(1949'年 と,125(1150)11の 2次 にわたって

たllLされた.発 11の 1'Iは

'11大
学 た学会、指導

は久ll■晴先」iであった 当1)、多くの大学では、

太1′洋戦子の終計によって新しい歴史学の

"1究

が

111まれ、その 環として,1塚などの発l11■習かヤヽ

んになされていた そこでメιr i先 41(当 11 ■

11人十1Jl力 ⅢII心となり史'′「1生の発nl■習を築

地台11塚に求め、多くの学科生の参llの もとに行

われた(と伝聞, その結果、員層 から縄文後期

の堀之内式,明の甕llが出 iしたはか、多数の中～

後期 上器が検出された,It告 は、久保先41が 1日

本考占学年報J 2 3に 執筆されている

(3)埼 玉県石神貝塚

イi利員塚は、埼 に1(川H市 に存4:する縄文時代

後～晩卿Iの11塚である。このよt塚は 安行猿1111

塚とともに縄文時代の安行式を‖|」1する具塚とし

てriくから学 /●に知られていた.町irn29(1954)年

から30(1955)年にかけて t正 大学考ri学会がB It

塚を発r・11した。この発hは 、演 文謹氏(当I,

学1`3年■)の肝人りによって実施されたもので、

2ヶ 年にわたる発枷調査によって、多量の縄文後

ヽ晩 l」1の十器とt製 11(Ltt L版  ■鋼つなど,

11角製11`婉輪 釣り,な ど, イi製11(イi斧 7,皿 ほ

か,などのほか、人‖も‖1にし、ι古学界の注目

を浴びた。出 LE器 を観察するため、 嗜内清男氏

をはじめ江坂輝弥 芹澤長介 西村Ttt Tl I義

暦氏などが本学を訪れたのは発14直後のことであっ

た. L器 のほか、先形に近い ミミツクト偶、II栓

ll 171■)、波1人縁の具輪などが注目された。報「i

は、概要を 「「1本ι占学■報1 7 8と 「鋼針」

10 11に 発表した なお 発hl中、渡邊ri締氏

(東京大学人類学教室)が採1文された熱残留磁気資

十が年代測定資料としてム1用されたことも広 く女|

られている.

(4)神 奈川県狩野遺跡

llttiurlは ‖奈川県 ‖足柄 「ll要′にイ14:する

縄文I↓代 |■1の酒Jイi遣跡である.141疇 3(1958)年

に アヽ会い謝杢の後、発11した造跡である.AL石 造

構を中心に小イi計1遺構を伴うもので、縄文中期の

阿 に台式 L器を‖:卜することが確認された せ構

11に人イi Ⅲlがあり fJ近 に小イ111が散|:し |キ冥

な状 ltか把沐された 報「:は「神奈川崎tll Tl配イi

遺Ftt(「■11人'′文学用
`論
IJ l「 ‖

“

3'|'と 題して

執筆した.llt丈時代のハしイi遺構については 小形

山避Fl:(II梨
'|ヽ
劉
`留
市
'で
晩川|、敷イi週性について

は ′iり∫遺跡(埼に,1「川村)で後期の例を発轟1し

‖li遺 物も 訂:f呆行されている

1本針ヽ■ ■サ古F″1,
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立正大学博勁館では 来館者の皆様のご意向を反映する

ためメッセージ箱を備えております。下記のご意見は多数

寄せられたものから事務局で選択させて頂いたものです。

貴重なご意見、あリカ̀とうございました。今後の博勁館運

営に役立たせていただきます。

始めて博物館を見に来ました。あまりの資料にびつ

くりしました。でも、入リロ付近から風が入って、

少し寒かったです。安全面もあると思います。入り

口を少し、考えたらいかがでしようか。

(県内 本学生 19歳 男性)

卒論の関係で、資料を見学に来ました。考古学の資

料が充実していて、 とてもすばらしかったです。ま

た、学芸員 事務員の方にもとってもよくしてもら

いました。本当に、ありがとうございました。

(県外 他大学生 22歳 女性)

塔心礎の模型をみましたが、説明によれば私達と同

じ学生力怖 ったとのこと、びっくりしました。私達

も作りたいなと思いました。

(県内 本学生 20蔵 女性)

職業がら、この塔心礎の特別展をみにきました。めっ

たに見られない心礎が写真で多くみられ、楽しませ

てもらいました。

(県内 一般 50代 男性)

立正大学力'、
こんなに窯を発掘しているとは知りま

せんでした。勉強になりました。博場館をもう少し、

アピールしたらどうでしょうか。

(県内 本学生 20歳 男性)

テイラウラコット発掘の資料や、当時使用した調査

機材の展示が特に面白かったです。aが 大学も、素

晴らしい研究を残していることを、改めて認識しま

した。

(県内 本学生 21歳 男性)

今日初めて立正の博物館に来ましたが、ただ感心す

るばかりでした。とでも歴史を感しました。今はま

だ勉強不足なため、ただただ見ていて感心するばか

りでしたが、これから色々な事を学び、また足を運

ぼうと思いました。

(県内 他大学生 19歳 女性)

博物館をみせてもらいましたが、すばらしかった。

こんなに大学に資料があるとは、思いませんでした。

展示しているものが、考古学が中心であり、できれ

ば他の資料も展示してあればいいなあと思いました。

(県内 本学生 "歳 男性)

υ

…
所 在 地 :〒 3600161

埼玉県熊谷市万吉1700

立正大学キヤンパス内

TEL 048-536-6150

FAX o48-536-6170

開 館 日 : 月 水 木 金 土曜日
(大学休業中を除く)

開 館 時 間 :10100～ 16:00

*火  土 ・日・祝日、及び大学休業中 (夏 冬 暮

期体暇等)に 開館を希望する人は、事前に博物館

あるいは総務部総務課 (048‐536‐6010)に ご

連絡ください。

交通機関 :」R高崎線 (上野から55分)、上越 長

野新幹線 (上野から35分)、「熊谷駅」

下車。南口より立正大学行バス (国際
バス)で 約10分。東武東上線 (池袋か

ら56分)「森林公園駅」下車。北口よ

り立正大学行バス (国際バス)で 約12

分。

υ

今年は 企画晨 特別展と日々その準備に道われる毎日で

あった。力不足ではあるが、今後とも■2回の展覧会を催持

できるよう頑張っていきたい。最後に r万吉だより]第 2=

ユエ大学ll●館館報 万吉だより 第2号

平蔵15(2103)年 12月31日発行

編集 発行  立工大学博勁館

〒360 0161 埼玉県熊谷市万吉17∞

TEL  048-536-6150

FAX 048-536-6170

Emttl:museum@“ M● p

htt″/W いヽ″l■S aC'p/museum/

の刊行力'遅れ
たことを お詫びしたい。 (上野)

口 淵 観 点 氏  (立 正大学名誉教授)


